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　今年も暑くなりそうな夏。水辺の清々しい水しぶきは、人の心を落ち着かせます。
千春会では、夏の暑さに負けない「力」が学会発表で結集されました。また、初開催の「介護者家族会」では、ご家族の
心を打つお話に、感動の涙で一杯になりました。これからも、千春会は人を潤す「水」の如く、つらいとき、苦しいとき、
いつも変わらず支え続けます。地域への貢献に終わりはないと、さらに心した家族会でした。（弘） 理　　念（３つの使命）

　１ 患者・利用者の自立を支援し、良質な医療・看護・介護を提供する。
　２ 仕事に誇りと責任を持ち、社会人としての向上を目指す。

　３ 事業の充実により、住民の健康増進と地域社会の発展に寄与する。
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　お年寄りとの接し方がわ
からず難しかった。「どこに
住んでいるの」「名前は」など、
いろいろ質問してもらいま
した。 ( 久貝 美里 )

　おしぼりを出したり、お膳
を下げたりと大変だった。
「孫より年下」と言われ驚き
ました。 ( 佐藤 夏帆 )

　同級生とは考え方や反応が違っ
ていて、大きなリアクションで驚い
てくれたのでおもしろかったです。
昔の知恵や長生きの仕方を教えて
もらいました。 ( 森 環名 )

　話がかみあわないこともあった
けれど、折り紙を教えてもらったり
して、学ぶことが多く楽しかった。
昔の話や中国にいた頃の写真も見
せてもらった。 ( 谷口 友唯 )

　特に将来の夢がなかったけれど、
ここへ来て「自分がやりたいのは介
護だ」と思えました。「手伝って」と
言われるようになり、自分も役に立
っているのがわかりうれしかった。

(恵 千春 )

　かわいらしい 7名の中学生が職場体験にやってきました。最終日には「施設
に飾ってください。」とみんなで折った折鶴をプレゼントしてくれたり、得意
のピアノ演奏を聴かせてくれたり。利用者さんから学生さんに、絵のプレゼン
トも。スタッフに叱られたこともあったけれど中学生たちは「逆に気合いが入
った。他でも役立つのでしっかりやろうと思った。」と前向きにチャレンジし
てくれました。

　介護を受けている私のおばあちゃん
の気持ちがわかればと思った。働くこと
の勉強ができました。感謝されてうれし
かったです。(藤原 明音)

　昔の仕事の話や元・校長先生も
おられて話をしてもらった。玉入れ
や風船バレーで一緒に遊べて楽し
かっです。髪を乾かす時、ドライヤ
ーが熱いかどうかが難しかった。

(金堂 香菜子)

6月１日（月）～５日（金）

 

地域の美化を
共に目指そう！
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「命」をつなぐ
連携医療

今年度も乙訓消防本部から病院研修（4回）の依頼が
あり、第 1回研修に 2名が来院。感想をいただきました。

京都市教育委員会より表彰状授与
5月 13日（水）
2 月に、京都市立鳴滝総合支援学校から実習生を受
け入れました。京都市からの職場実習ということ
での協力は今年が初めてとなり、京都市教育委
員会より「感謝状」が菊地理事長に手渡されま
した。当法人では、すでに 5 名の障害者の方が入
職されており、毎日、多くの仲間に囲まれて楽し
く仕事に励んでおられます。

530（ゴミゼロ）運動参加
5月26日（火）
長岡京市では、毎年5月に 53 0（ゴミゼロ）
運動を実施。今年も、職員がゴミ袋片手
に清掃に励み、
美しいまちづくりに
協力しました。

・・・地元のみなさんとともに・・・地元のみなさんとともに・・・地元のみなさんとともに

救急救命士研修
第1回　5月25日～29日　

岡本喜代治さん
研修中、一番すごいと思ったのは、理事長以下、全職員一丸となって様々な取
り組みをされ、いかに患者さんや地域医療への充実を図っていくかを常に考え
ておられることです。このような医療機関が私達の管内にあることが大変心強
く、相互交流で協力体制を深めたいと思います。

平井勝治さん
自分が搬送した患者さんのその後を知る重要な機会を得ました。普段から徹底
されておられるNSさんの気配りや手技も素晴らしく、医療安全管理の講義は、
教育情報の少ない私達には非常にありがたい経験で、深く感銘しました。
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感謝状を贈呈される菊地理事長
　 (左：鳴滝総合支援学校 山本先生) 
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　この度、ガン治療法「ハイパーサーミア（温熱療法）」の権威、近藤元治先生（京都府
立医科大学名誉教授）を当法人の最高顧問としてお迎えしました。長年、大学で教授と
して後進の指導に尽力され、京都府立医科大学附属病院長をも歴任された近藤先生
をお迎えし、千春会はさらにパワーアップしていきます。　

千春会　最高顧問に
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堂々発表の「熱い」一日　
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　ある日、Ｘさんが千春会病院内科を受診されました。みぞおちを押さえて

「先生、胃が痛いです。」（みぞおちの痛みを心窩部痛 (しんかぶつう )といいます。）

診察後、先生は胃カメラを行わず、腹部超音波検査と採血を行いました。

「なぜ？胃カメラをしなくていいの？」

　検査の結果、急性虫垂炎（いわゆる盲腸）との診断でした。結局、Xさんはその日、

急性虫垂炎の手術を受けられ、無事数日で退院されました。

「あれ？なぜ、虫垂炎なのに胃が痛いの？虫垂は右下腹部にあるはずなのに？」

　本来、痛みがある内臓（この場合、虫垂）の痛みが、神経を伝わってしまい、

違う部位に痛みを感じることがあります。このような痛みを「内臓痛」と言います。

虫垂炎の場合、この「内臓痛」が生じることが多く、やっかいなことに右下腹部

痛がおこる前に胃のあたりが痛くなるのです。実は虫垂炎（盲腸）は初期の段階で診断が難しいことは医師の間

ではよく知られています。

　診察当日は虫垂炎の確診には至らず、胃薬で様子をみたところ、翌日になって症状がはっきりして診断に至る

ことも一般的によくあることです。（腹部超音波や CT でも初期の虫垂炎は

わからないことがあります。）

一口に胃のあたりが痛いと言っても、実はいろいろな病気があるのです。

例えば、膵臓・胆嚢・胆管の炎症や癌などでも胃のあたりが痛むことがあり

ます。また、心筋梗塞など心臓の痛みも胃が痛いと訴えられる患者さんもい

らっしゃいます。

　だから、胃の痛みは「たかが胃の痛み」と、市販の薬に頼り切ってしまう

のは非常に危険と言えます。

　しっかりと、かかりつけ医の診察を受けて、治療を受けた方がよいでしょう。

2

「先生、胃が痛いです」
ちょっと待って！それホントに胃の痛み？
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検査科主任
中川臨床検査技師
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私
た
ち
が
直
接
患
者
さ
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と
ふ
れ
あ
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て
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す
る
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眼
底
検
査
は
、
目
の
奥
に
あ
る
網
膜
や
血
管
の
状
態
を
直
接
見

て
調
べ
ま
す
が
、
当
院
で
は
瞳
孔
を
広
げ
る
お
薬
を
使
わ
ず
に
検

査
し
ま
す
。
写
真
を
撮
る
と
き
に
眩
し
さ
は
感
じ
ま
す
が
、
痛
み

も
無
く
短
時
間
で
す
む
検
査
で
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
動
脈
硬

化
の
あ
る
方
は
、
病
気
の
進
行
状
態
を
調
べ
る
た
め
に
、
ま
た
人

間
ド
ッ
ク
や
健
診
で
は
、
早
期
の
血
管
異
常
を
発
見
す
る
の
に
役

立
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自
覚
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な
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や
緑
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障
が
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か
る
こ
と
も
、
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し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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A
B
I
は
、
四
肢
の
血
圧
を
測
る
こ
と
で
、
血
管
の
「
し
な
や

か
さ
」
や
「
詰
ま
り
具
合
」
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
5０
代
以
降
に

多
い
、
歩
く
と
足
が
痛
み
、
休
憩
す
る
と
ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な

る
間
欠
性
跛
行
と
い
う
症
状
が
特
徴
の
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

（
A
S
O
）
の
診
断
に
も
役
立
ち
ま
す
。
同
時
に
血
管
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自
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に
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。

　
動
脈
硬
化
を
調
べ
る
検
査
は
他
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も
、
超
音
波
で
首
の
血
管
を

見
る
「
頸
動
脈
エ
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」
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す
。

　
い
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れ
も
痛
み
の
な
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検
査

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
医

師
や
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

胃が痛いわ…？

　
教えて ドクタ

ー
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眼底カメラ
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　6 月 14 日の日曜日、京都府医師会館にて「第 44 回

京都病院学会」が開催されました。

　曇り空の朝ながら、「暑く」「熱く」なりそうな予感

のする一日が始まりました。

　千春会病院からは各部署より 14 演題を発表します。

演者とそのサポーター達は、これまで抄録作成、演題

申し込み、発表するデータの整理と分析、スライドの

準備、発表原稿の推敲、そして院内予演会での厳しい

質問への対応と、ひとつひとつ難関を乗り越えてきま

した。万全の準備ながらもちょっと緊張の面持ちで、

演者とその応援に駆け付けた仲間のスタッフの面々が、

発表本番を迎えて続々と集まってきています。

　演題発表は朝一番の 8 時 40 分の薬剤部から、夕方

4 時半の慢性期看護のセッションまで丸々一日かけて

順次行われます。医師会館の 4会場と隣接する京都市

立看護短期大学の 2会場に分かれて並行して進行して

いくため、分刻みのタイムスケジュール表が管理部に

て事前に作成され、各人に配布されています。

　会館正面で受付を済ませて緑色のネームカードに大

きく「千春会病院」と記入の後、演者達は発表への決

意を示す「赤いバラ」を胸に付けて、さあ始まりです。

まずは医師会館 3階の第 3会場において薬剤部の発表

です。朝早いセッションですが会場には聴衆が 80 人

以上はいるでしょうか、立ち見も出るほどの満員状態

です。

　４番目に「センシュ会病院」と座長の先生から紹介

された井口薬剤師は、準備した通り落ち着いた 5分間

の発表をされました。演者 5人の発表のあとで質疑応

答の時間です。口火を切って私自身と筒井先生から、

「せんしゅんかい病院」としっかり訂正しつつ、他施

設の演者達への鋭い質問をしてきました。

　続いて 1階の第１会場に移動、看護部からの２演題

と続きます。小畑看護師は外来フロアでの問題解決へ

向けての取り組みを、横田看護師からは内視鏡室での

急変時の対応策について、自らの主張をわかりやすく

発表されました。

　さらには同時並行して２階大ホー

ルでは、透析センターの石原先生が

高齢者医療部門のシンポジウムに参

加、「高齢者への透析適応の判

断には生物学的な年齢が重要」

と訴えられました。

　スタッフ数の増加率ナンバーワンのリハビリ科から

は、後田理学療法士が地域連携パスについての演題、

病棟からは久保看護師が院内予演会で大きな反響を

巻き起こした糖尿病患者指導の工夫についての演題、

そして放射線科からは「京都府医療功労賞」受賞者の

四井部長から腎疾患の画像診断に関する演題が発表さ

れ、午前中のスケジュールを終えました。

　熱気のあふれる会場から外へ出ると陽射しはジリジ

リと強く、汗が噴き出る程の暑さです。

　休憩をはさんだ後、午後の一番は検査科の中川検査

技師による眼底カメラ導入についての演題、大ホール

では透析センターの和佐野看護師から透析患者の自己

管理についての発表です。ほぼ同時に行われた病棟の

前川看護師の「胃瘻のスキンケア」についての発表では、

座長の先生からの質問にも的確に答えておられました。

ふと気がつけば理事長も会場に登場、演者達に大きな

拍手を送っています。

　4 時頃からは当院の在宅医療

の現状と看取りの問題につい

て訪問診療の今林先生から発

表、続いて嚥下食プログラム

が奏功した２症例について

谷中管理栄養士からの発表で

す。地域連携部門では岩永相談員から「相談業務と退

院支援」についての演題がなされ、千春会病院のトリ

には亀谷訪問看護師から「在宅での褥瘡管理」につい

ての発表がなされました。

　管理部のスライドサポートチーム

のお陰もあって、14 演題とも統一

感のある堂々とした発表がトラブル

なくできました。

　帰り道、皆の姿が充実感と自信で少しだけ大きく

なったように見えたのは私だけでしょうか・・・。

　「熱い」一日、皆様お疲れ様でした。
1

院長　藤原　仁史

堂々発表の「熱い」一日　堂々発表の「熱い」一日　堂々発表の「熱い」一日　京都病院学会にて千春会「14演題」発表
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＜プロフィール＞
昭 和 37 年 京都府立医科大学卒業
昭 和 53 年 京都府立医科大学第1内科教授
平 成 5～7年     
 9～11年 京都府立医科大学附属病院院長

平 成 12 年 京都府立医科大学名誉教授
  藍野病院院長
平 成 20 年 藍野病院名誉院長

T O P
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 「いろいろな事に全力投球し、多くの方に支えられ、これまできたというのが私の歴史なんでしょうね（笑）。」と
明るい笑顔の先生。スポーツがお好きで、大学から始められたテニスは、全日本医師テニス大会でも優勝の腕前とか。
全国のガン患者さんを受け入れて来られた「深い包容力」。多くの方に知識・経験を伝えたいという「熱い思い」。
今も研究に余念のない先生との気さくな会話に、多くのパワーを感じたひとときでした。

今回は、素晴らしい業績をお持ちの近藤名誉教授をインタビュー。
にこやかに、気さくにお話していただきました。
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千春会顧問としての抱負などお聞かせ下さい

先生：まず、菊地理事長との出会いですが、

平成 9 年頃、2 月に就任されたば

かりの理事長が大学の研究室にフ

ラっと来られたのが始まりでした。

先日、千春会病院をくまなく案内

していただき、医局の先生方にもお話を伺う機会を得

て、理念に則って理事長と共に全員が頑張っておられ

ることを知りました。その後、「顧問に」というお話

になりましたので、まだ抱負を語るというものではあ

りませんが、とりあえず、私が持てる知識や経験を

「千春会」に伝えることができればと考えているとこ

ろです。

「ガン治療法・ハイパーサーミア（温熱療法）」を研究されたきっかけは

先生：京都大学の菅原 努先生のチームが、放射線治療の相

乗効果を期待して厚生省認可を受けて研究が始まりま

した。その後、免疫学者である私に声がかかり、その

チームで研究を始めました。ハイパーサーミア学会の

健保担当理事になったのを機に、厚生省と掛け合って

放射線併用だけではなく、抗ガン剤などとの併用もで

きるよう、「肝臓ガンが消えた」という症例を携えて

申請し、短期間で認可を受けました。これは、ハイパー

サーミアにとり画期的な功績でしたね。

ハイパーサーミアとはどんな治療法ですか

先生：簡単にいいますと、ガンは高温に弱いという性質をも

とに開発した電磁波加温機器を使用して、電極でガン

部位をはさみ、温熱を与えます。その部分のガンだけ

が 43度～ 45度くらいに温度が上がることで、ガン

が縮小・消滅したり、現状維持ができ

ます。ガンのまわりの正常細胞は血流

のため温度が 40 度前後にしか上昇せ

ず、ダメージはありません。抗がん剤

のガン細胞破壊効果が増強され、免疫

力が高まり、追い撃ちをかけます。

ガンは、発見されたときから「緩和医療」を行ってい

かねばなりません。抗ガン剤で患者さんの身体を痛め

つけるのではなく、痛みのない治療、副作用のない治療

としての役割を果たすのが、ハイパーサーミアなのです。

「緩和医療」といえば、一般に「ホスピス」「モルヒネ」

などが思い浮かびますが、私の考える「緩和医療」とは、

あきらめずにガンと闘うという「前向きの緩和医療」

のことです。ガンが消えないまでも縮小や現状維持が

できることで、体に負担をかけず、ガンと共存してい

けるような治療こそ、究極の「緩和

医療」ではないかと考えています。

ハイパーサーミアについては、全

国で講演や発表をしてきましたの

で、今は患者さんにも認知度の高

い治療法となっています。

免疫学者でもあり、実際に診療されてきた臨床医でもある先生

からお聞きすると、効果にも迫力とリアリティーがありますね。

先生：いろいろな治療をして、効果が得られなくなり、病院

を転々とする「ガン難民」といわれる患者さんが、今

もハイパーサーミアを頼って全国から来られます。そ

の気持ちを察して「よし、一緒に頑張ろう！」と励ま

しながら、できる限り治療していきたいと思っていま

す。ハイパーサーミアで全てのガンが治るとは限りま

せんが、今後は、長年、大学で研究・勉強させてもらっ

た私の知識を少しでも皆さんにお伝えできればと考

えています。また、フリーラジカルの研究による抗加

齢やガン抑制などもさらに研究を進めたいですね。

千春会についてお聞かせください。

先生：千春会スタッフの雰囲気を拝見して、

掲げる「理念」をしっかりと守って

いると感じました。医局の先生方を

筆頭にスタッフがまとまっており、

本当に「良いドクター」「良いスタッ

フ」がそろったチームですね。介護の方も、活発に前

向きに取り組んでおられるので、私もいろいろ提案し

てみたいですね。
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「私だけ…」「独りだけ…」
悩んだ時こそ、一緒に語りませんか…？

場所  デイサービスセンター滝ノ町
5 月 31 日（日）

　以前から、ご要望の多かった「介護者交流会」が、介護事業所合同で開催されました。

ご家族に介護を必要とする方がいらっしゃる方で「せんしゅんかいのサービス」を利

用されておられる方を対象に、日頃の悩みや孤独感を少しでも軽くできればと、スタッ

フ一同、何度も何度も話し合っての計画でした。

　みなさんが心を開いて、お互いに語り合うことで、不安や戸惑いが少しでも解消さ

れれば、孤独になりがちな「介護」も「喜びや楽しみのひととき」に変えることがで

きるのではないかと…。

　そんな思いを込めて開催された「交流会」は午前・午後の 2部構成で行われました。

　あっという間の時間が流れ、参加された方々からは、

「もっと話をしたかった」「また、このような機会を作って

欲しい」との声が多数。

　初めての「交流会」でしたが、皆さんの声にお応えし、

今後も開催していきたいと考えています。

　毎日の介護には、一言では語れない様々な苦労や喜びが

あります。

　どうか、独りで悩まず、話せる場所が「千春会」にある

ことを忘れないでください。

　まず、長年、看護と介護に携わってきた寺山部長の挨拶。

引き続き、看護師でデイサービス滝ノ町の責任者でもある瀧本主任が、

義母の介護経験なども踏まえ、「食べる」をテーマに話をしました。

「安全に飲み込むための注意」などのくだりでは、

飲みこみづらい姿勢で実際にお茶を飲んで体験していただくことも行われ、

驚きの声があがりました。

　続いて、デイサービスセンター責任者の作業療法士・佐藤主任が、認知症であった祖父

の実体験を盛り込みながら「上手に認知症と付き合う方法」「認知症とつきあうホンネの

10カ条」などで、わかりやすく話をすすめました。

　その後、実際に介護をされている方 4 名 が体験談を話されると、

会場のみなさんは、大きくうなずき、時にはあちこちで涙も…。

心を揺さぶる体験談の後は、各テーブルごとにお茶とお菓子を

いただきながら、日頃のさまざまな会話がなされました。

話
す
こ
と
で
、
心
の
安
ら
ぎ
を
…

堂々発表の「熱い」一日　
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